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実験動物には白色家兎，体重 2kg前後のものを使用した。抗原には牛血清アルブミン(以下 BSA と
略す)を用いた。
A. 経角膜感作による反応所見
角膜内に20% BSA O. 2m} を注入すると，約10日後から始まるアレルギー性角膜炎 (Wesse}y 反応)
とほぼ時を同じくして虹彩毛様体炎が起こった。組織学的には角膜輪部深層から虹彩根部にかけて単
核細胞，ついでプラズマ細胞を主体とする浸潤，増殖が起こり，病変は虹彩後葉にそって波及し全虹
彩に及んだ。この時期の眼局所に注入した 3H-Thymidine (以下 TdR と略す)による Autoradiography
では，光顕的に 2 時間で虹彩根部の未熟プラズマ細胞に多量のとりこみがあるが，末梢リンパ系組織
にはとりこみはなしミ。電顕的には， TdR のよくとりこまれた細胞は 1 時間後に異型リンパ球の形態を















赤血球凝集反応により血清中に抗 BSA 抗体が検出されなくなった時期に， BSA を静注すると約 6 時
間後から眼局所のみに葡萄膜炎，角膜病変が起こった。 Autoradiography による検索では，角膜輪部深
層，虹彩根部，乳頭周囲で TdR のプラズマ細胞へのとりこみが著明に認められた。 24時間後から多
核球性の反応を起こした。
E. --次反応、消炎後の非特異的刺戟による反応所見






















硝子体感作法，全身感作法をもちい，次アレルギー性葡萄膜炎ならびに 一次反応消炎後 6~9 カ
月を経て対応抗原の静注，実験眼の角膜腐蝕，或いは穿孔性角膜外傷などの非特異的刺戟に対する反
応をみた。その結果，アレルギー性葡萄膜炎の再発は，対応抗原の刺戟で眼局所に残留している免疫
記憶細胞が反応を起こし再発してくることがわかった。これは眼アレルギ一反応の特徴をあきらかに
したもののみならず眼科臨床でみる葡萄膜炎の成立機序，治療法に関して有力な知見を提供したもの
といえる。
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